
第２回◆日韓ユース平和フォーラム 2023◆≪参加者募集≫ 

 

今年の夏、韓国の若者たちと、日韓の近現代史の現場を訪ね 

平和と未来について語り合ってみよう 
 

私たち「日韓和解と平和プラットフォーム」は、歴史を正しく直視し記憶を共有しながら、互いの多様性を認めつつ、真実の和

解と、核兵器や武力によらない平和を求めることを願って、日韓の宗教者と市民運動が共に集い、語り合い、交流し、また社会に

向かってメッセージを発することを目的としたフォーラムです。 

2020 年の発足以来、日韓の真実の和解と平和に必要な歴史認識の在り方を記した声明文や公開書簡を発表してきました。また

2021 年秋からは、日韓の過去についての正しい歴史認識の探究と、日韓が現在直面する政治・社会・教育をめぐる諸問題について、

日韓公開オンラインセミナーを重ねています。 

そして 2022 年夏から、日韓の青年たちが未来に向かって和解と平和の課題に関心を持ち、よき働き人となれるように、３年計

画で「日韓ユース平和フォーラム」を開始しました。そして 2022 年 8 月、韓国パジュとソウルにおいて、韓国の青年 20 人と日本

からの青年 20 人が４泊５日の交流プログラムを実施しました。 

今年 8 月、第 2 回「日韓ユース平和フォーラム」を日本で開催します。日韓の青年たちが相互交流と理解を深めながら、将来に

わたり和解と平和のための働き人として、良き隣人として関係を構築できるよう、フォーラムへの参加を呼びかけます。 

 

＜日韓ユース平和フォーラムの目的＞  

○日韓の近現代史の現場を訪ね、その時間と空間を体験してみる。 

○韓国の青年たちと、日本のこと、韓国のこと、日韓の歴史のことなどを率直に話し合いながら、 

日韓それぞれに、夢と希望をもてる社会にするために何ができるか、共に考える。 

○東アジアの和解と平和、世界の平和のために何ができるか、韓国の青年たちと一緒に考える。 

 

＜開催要項＞ 

（１）主 催 ：日韓和解と平和プラットフォーム 

（２）開催日程：2023 年８月 29 日（火）～９月２日（土） ４泊５日 

（３）開催地 ：東京とその近辺  ＊宿泊は国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木） 

（４）参加者 ：日韓の青年 40 人（日本側 20 人＋韓国側 20 人） 

（５）プログラム案 ⇒別紙（講師や訪問先、移動手段などによって、一部変更することもあります） 

（６）参加費：1万円  ＊東京から遠方の参加者には交通費の一部を補助します 

（７）参加条件 

①18歳～30 代であること（国籍は問いません） 

②プログラムの全日程に参加すること（部分参加は不可） 

    ③事前の実行委員会と学習会（5～8月）、実施後の評価会（９月）、報告会（10 月）に 

 参加すること（いずれもオンライン） 

    ④日韓プラットフォーム主催の日韓オンラインセミナーなどに、なるべく参加すること 

  ⑤第 3回フォーラム（2024 年／韓国開催）の企画に、なるべく参加すること 

（8）参加申込締め切り日：５月 31日（水） 

   別紙の参加申込書を raik.kccj@gmail.com へお送りください。 

＊昨年参加された青年のうち 10 人が今年も参加申込をされたので、残りの定員 10 人になり次第、締め切り 

ます。大学や職場、家庭などとの関係で参加が確定できない方も、その旨を明記して申し込んでください。 

 

2023 年４月 20日 

日韓和解と平和プラットフォーム    

mailto:別紙の参加申込書を　raik.kccj@gmail.com


 

＜昨年にひき続き今年の「ユース平和フォーラム」に参加する若者たちの言葉です＞ 

 

○昨年プログラムに参加し、韓国人参加者との対話を

通して、市民レベルでは日韓の和解が実現可能であ

ると希望を感じました。日韓の青年が連帯し、私た

ちの行動を通してより多くの人に和解に向けた行動

を促したいと感じます。そのため、今回のプログラ

ムの参加を希望します。(J.H.) 

 

○昨年の第 1 回フォーラムにも参加しました。日本の

市民社会の、また教会のこれからを担う世代とし

て、多くの困難を抱えた時代であっても、日韓でさ

らに協働を強めていきたいと思っています。そのた

めにも、日韓の歴史を直視し、対話し、語り継ぎ、

非暴力による平和と和解の道を共に探っていきたい

と思います。(T.Y.) 

 

○昨年フォーラムに参加させて頂き、日韓の若者と歴

史を学び、意見を交わしたことで大きな学びを得る

ことができました。また自分の無知を痛感し、現在

は大学で韓国を始めとしたアジア圏と日本間の歴史

を学んでいます。さらに韓国語の学習も始めまし

た。今回、日本の韓国と関わりが深い箇所を訪れ、

学びます。今回のフォーラムにも参加させて頂き、

大学での学びを活かして意見交換をし、さらなる学

びを得て成長に繋げたいです。(M.O.) 

 

○昨年のプログラムに参加させてもらい、日韓の正し

い歴史を共に学び、未来に向けての課題について連

帯して共に悩み考えることが大切であると、痛感さ

せられた。国によって目先の脅威が煽られる中、そ

れぞれの持ち場において、後世の平和のために歴史

を継承していく使命が我々にはあるように感じてい

る。今回は関東大震災朝鮮人虐殺から 100年という

大きなテーマであり、歴史の証人として日韓の青年

達と共に記憶していきたいと思う。(Y.Y.) 

 

○日韓のあらゆる交流の中で学んだ数々の無知や多く

の幸せを改めて分かち合い、より大きく前に進むた

めに学びを深めて行きたいと思い、昨年に続き参加

したいと考えたからです。(M) 

 

 

 

 

○今年はさらに学びを深め、韓国側参加者のサポート

をしたいからです。素晴らしい人たちと出会い、分

かち合ったことで自分自身と向き合う機会になりま

した。昨年していただいたことを、今度は自分がも

っと返すために勉強会や読書会など積極的を企画し

て、他の参加者の人たちの学びの助けになりたいで

す。(M.N.) 

 

○今後の日韓の平和のために、学生であっても力にな

りたいと思い参加を希望します。私は昨年の韓国で

開催された日韓青年フォーラムに参加し、多くの学

びがありました。友人のアイデンティティである韓

国についてもっと学びたいという思いから参加し、

韓国と日本の歴史や両国の関係性について現地の学

生からしっかりと学ぶことができました。この経験

を日本に来てくださる韓国の方にもしっかりと伝え

たいと思っております。(A.K.) 

 

○昨年、韓国で開催されたプログラムに参加し、日韓

の青年がともに未来の平和へ向けて団結する機会を

得ることができました。対話をとおして、学生であ

る自分に何ができるのかを真剣に考えることができ

ました。プログラムに参加してから、日韓の歴史に

興味を持ち、映画作品を鑑賞したり、資料館に足を

運んだりするようになりました。今年は、運営側と

して新たな日韓関係の絆を生み出すことができるお

手伝いをしたいです。(W.I.) 

 

○去年参加しまして、とても重要な取り組みだとおも

い、今年も参加したいと思いました。日本が大軍拡

の道を走り、米軍と一体となってアジアに再び戦争

の危機をもたらそうとしています。その歯止めとな

るためにも、自分たちの未来を守るためにも東アジ

アの仲間と連帯しなくてはならないと感じていま

す。(N.H.） 

 

○私は昨年の日韓プラットフォームを通して、平和の

うちに歩んでいく為には正しく歴史認識をし、伝え

ることができるようにさらに学ばなければいけない

ということを実感しました。さらに韓国の青年たち

は歴史問題に対する意識が高く、水曜デモなど誤っ

たことに対して声を上げている姿に「平和を作るた

めには能動的な行動が必要なのだ」という気づきと

勇気を頂きました。(C.K.） 

・・・・これらの青年と一緒に、韓国の青年たちと、今年夏を有意義に過ごしてみよう



2 
 

 


